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2019 年度 第 6 回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日 時：2019 年 10 月 19 日（土） 18：30～20:00 

場 所：千葉市生涯学習センター研修室１ 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席）  

□川畑真一支部長、△秋田義一、△秋元英郎、□板谷真積、■今住則之、□大柳規幸、△太田望斗、 

□岡部信也、□岡部政美、△河北慶介、△木村敏弘、□熊田成人、□志澤達司、■進藤秀明、 

□竹田雅美、□西田 宏、△尾頭 誠、□保坂俊雄、□松井隆、□松本洋一、 

△向原文典、△山村央、□山本陽一  出席オブザーバー： 小波盛佳 

以上、委任状提出者も含め計 21 名（出席 13 名、委任状提出 8 名）の幹事が出席し、支部役員会は成立。 

 

２．議事概要 

［審議事項］ 

（１） 役員会議事録の作成について 

議事録作成書記は熊田幹事、議事録署名人は板谷幹事及び松本幹事が指名・承認された。 

（２） 2019 年度第 5 回役員会議事録（案）の確認（資料 6-1） 

原案通り承認された。議事録（案）の（案）を削除し、HP に掲載する。 

尚、ACT 項目がフォローされていないとの意見が出され、次回からフォローすることとした。 

 

【委員会・チーム活動報告】 

（３） 川畑県支部長報告(詳細は資料 6-2 参照) 

① 9/2 開催、関東甲信地域県支部・建設部会 意見交換会報告。 

・本意見交換会の成果として、拠点整備費 400 千円が支給されるが、制度化はされていない。 

・制度改革で更新した技術士は「技術士（更新）」と呼称する。 

・建設部会合格者歓迎会参加者は 1 年間 CPD 無料。県支部も合わせるよう要望された。 

⇛千葉県支部としては、他県と足並みを揃えることとした。 

② 9/12，千葉大学創立 75 周年記念事業発起人会打ち合わせに岡部信也幹事と、山田副学長・立石渉外

企画課長・坂本渉外企画副課長と面談した。 

毎週のアカリン・アワー（資料 6-2 の裏面参照）で技術士の説明を希望し、検討するとの回答であった。 

⇛現時点でまだ回答なし。 

   ③ 本部から月刊「技術士」の執筆者推薦依頼あり。 

      ⇛10/31 締め切りであるが、以降も受け付けるとのこと。記事は何でも可。募集継続中。 

 

（４） 総務委員会報告（山本委員長）2019 年度活動組織図(資料 6-3)   

図中、三木氏・板谷氏の名前及びチーム名の誤記訂正あり。 

三木和行⇛三木知行、板谷真澄⇛板谷真積。 

技術者教育支援チーム（倫理教育研究会）⇛技術者教育支援チーム（技術者教育研究会） 

最終版は改めて配布する。 

 

（５） 企画委員会報告（熊田委員長） 2019 年度 CPD 予定・実績(資料 6-4) 

① 第 76 回（9 月 7 日恒例防災講演会）、開催。参加者 40 名であった。第 77 回（10 月 25 日先代南極観測

船しらせ見学）は順調に準備進行中。参加者は 27 名の予定。既に定員に達した為、受付締め切り済。 

② 2020 年 1 月の新春講演会は、千葉大の上野教授に依頼予定。10/28 に上野教授と面会予定。 
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（６） 広報委員会報告（竹田幹事） （資料 6-5） 

① 新メンバーとして、原子力・放射線部門の板津氏を加えた。 

② 会報 10 号には、GPS 機能付きのアプリの紹介を掲載。尚、巻頭言は志澤副支部長。 

   第 11 号は 3 月末発行予定。原稿募集中。 

③ 県支部専用サーバーを、独自ドメインを取って確保してはどうかとの意見あり。 

⇒現在検討中。 

④ 独自サイトのコンテンツ案について、引き付けるものとしての施策など未だアイデア段階である。 

 

（７） 産官学連携チーム（岡部信也チームリーダー） 第 5 回チームミーティング議事録（資料 6-6） 

① 9/21 第 5 回チームミーティング開催、議事録にて報告。 

議事録にて誤字訂正⇒千葉大学 70 周年⇒千葉大学 75 周年、その他の項の産官額⇒産官学 

   ② 無料の省エネ診断を実施すると、国から補助金が出るので活用したい。 

 

（８） 防災支援チーム（岡部政美幹事）  第 42 回議事録(詳細省略、資料 6-7 参照)  

① 台風・大雨に対するチームメンバーからの意見・情報。 

・ 交通機関の計画運休について、津田沼駅は長蛇の列であったが、幕張本郷は空いていた。 

また、計画運休をしない電鉄もある。これ等の情報・活用が課題である。 

② 本部、防災チームはプラットホームを設立するとの事。 

③ 県支部も県内士業連絡会と連携し、活動する。 

④ 今回の災害に対し、全壊・半壊のハードルを下げる話がある。  

 

（９） 科学教育支援チーム（西田チームリーダー） チーム活動報告（9 月 1 日以降）(詳細省略 資料 6-8 参照)  

① 千葉市科学フェスタ2019は台風19号襲来で中止となった。本部からの補助が出るか不明だが、申請は

する予定。 

 

（10） 技術者教育支援チーム（小波チームリーダー） NMR パイプテクター問題の経過報告  

    10/21 に本部へ NMR パイプテクター問題について説明予定。 

以上 

 

 

［配付資料］ 

（資料 6-1）2019 年度 第 5 回 千葉県支部役員会議事録（案) 

（資料 6-2）支部長報告  

（資料 6-3）総務委員会資料 2019 年度活動組織図 

（資料 6-4）企画委員会資料 2019 年度 CPD 予定・実績 

（資料 6-5）広報委員会資料  

（資料 6-6）産学官連携チーム活動報告 (「省エネルギー相談地域プラットホーム事業について)添付)  

（資料 6-7）防災支援チーム 第 42 回議事録 (「ちば市政だより 災害臨時号」 添付) 

（資料 6-8）科学教育支援チーム活動報告(9 月 1 日以降) (「関東甲信各県支部行事予定」 添付) 

 

議事録作成者                     熊田 成人 

議事録署名人（署名捺印省略）      川畑 真一  

板谷 真積 

松本 洋一 


